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2-2 マーケットバスケット試料の分析 

 本年度は九州地区について、マーケッ

トバスケット方式による摂取量調査を行

った。福岡県で調製された第１群から第

13 群までの試料中の臭素系ダイオキシン

類、PBDEs、PBBs 及び Co-PXBs を分析し、

各試料中の濃度を定量した後、当該地域

における各食品群の 1 日あたりの食事量

からこれらの臭素系化合物 1 日摂取量を

算出した。 

 表23に今回分析した臭素系ダイオキシ

ン類及びその関連化合物（PBDEs, PBBs, 

Co-PXBs）の 1日摂取量総括表を示す。臭

素系ダイオキシン類については、暫定的

に塩素化ダイオキシン類の毒性等価係数

（TEF,1998）を用いて算出した値を示す。 

臭素系ダイオキシン類の1日摂取量は、 

不検出の異性体濃度を 0（ND=0）とした場

合、0.00384 pgTEQ/kg/日で、不検出の異

性体を検出下限値の 1/2（ND=1/2LOD）と

して 1 日摂取量を算出した場合は 1.56 

pgTEQ/kg/日であった。平成 19 年度の塩

素化ダイオキシン類摂取量調査（分担研

究者 米谷民雄）4)によると、塩素化ダイ

オキシン類の九州地区における摂取量は

1.16  pgTEQ/kg/日、これらの摂取量に臭

素系ダイオキシン類の摂取量を足し合わ

せた場合も、我が国の耐容 1 日摂取量

（TDI）の 4 pgTEQ/kg/日を下回ると推察

された。 

 PBDEsの1日摂取量はND=0とした場合、

3.14 ng/kg/日であり、ND=1/2LOD とした

場合は 3.19 ng/kg/日であった。平成 20

年度に実施した関東、関西地区の摂取量

調査では、関東地区が 3.21 ng/kg/日

（ND=0 とした場合）、関西地区が 2.74 

ng/kg/日（ND=0 とした場合）であったこ

とから、今回の九州地区の結果は昨年度

に行った 2 地区とほぼ同程度であった。

Darnerudらの報告5)ではPBDEのLOAEL（最

小毒性発現量）は 1 mg/kg/日と考えるの

が妥当であるとされている。また、アメ

リカの ATSDR によって導出された経口暴

露に関する PBDE の MRL（最小リスクレベ

ル）は、NOAEL（無毒性量）と不確実係数

から 0.03 mg/kg/日（急性経口 MRL）及び

0.007 mg/kg/日（亜慢性経口 MRL）とされ

ている 6)。現在の食品からの PBDE 摂取量

は MRL の 0.007 mg/kg/日と比較しても 2

×103分の 1以下と極めて低いレベルであ

ることから、人体には影響がないレベル

の汚染であると考えられる。 

 PBBs の 1 日摂取量は ND=0 とした場合、

0.00648 ng/kg/日、ND=1/2LOD とした場合

は 0.0617 ng/kg/日であった。平成 20 年

度の関東、関西地区の摂取量は、関東地

区が 0.00755 ng/kg/日（ND=0 とした場合）、

関西地区が 0.00337 ng/kg/日（ND=0 とし

た場合）であったことから、今回の九州

地区の結果はこれらの間の値であった。

PBBs について、アメリカの ATSDR によっ

て導出された経口暴露に関する MRL は、

0.01 mg/kg/日（急性経口 MRL）とされて

いる 6)。また、環境保健クライテリア 7)によ

ると、長期的な毒性を考慮した場合の安全

な摂取量として 0.15μg/kg/日が提案されて

いる。これらのレベルと比較すると、PBBs

の現在の一日摂取量は極めて低いと考え

られた。一方、Co-PXBs はいずれの異性体

も検出されなかったため、1日摂取量は 
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表 23 九州地区における臭素系ダイオキシン類及びその関連化合物質の一日摂取量総括表 
 

   

 
*暫定的に塩素化ダイオキシン類の TEF（1998）を用いて算出した値 

 

 
異性体 

 1 群 2 群 3群 4群 5群 6群 7群 8群 9 群 10 群 11 群 12 群 13 群 合計 体重 50kg と 

仮定した場合 

 一日食事量(g) 357.1 162.9 33.1 10.4 59.9 106.2 90.5 196.0 581.6 81.5 114.7 144.5 86.2 2025  

ND=0 0 0 0 0.087 0 0 0 0 0 0.105 0 0 0 0.192 0.00384 pgTEQ/kg/日 臭素系ダイオキシン類

pgTEQ/日* ND=1/2LOD 14.7  7.0 1.2 0.4 2.2 4.1 3.7 8.2  20.2 3.3 4.7 5.0 3.0 77.8 1.56 pgTEQ/kg/日 

ND=0 8.87  3.98 2.27 13.6 3.47 1.99 0.203 9.06  1.96 92.9 8.89 1.91 7.93 157 3.14 ng/kg/日 Total PBDEs  

ng/日 ND=1/2LOD 9.48  4.15 2.29 13.6 3.52 2.10 0.375 9.38  2.89 92.9 8.97 2.08 7.99 160 3.19 ng/kg/日 

ND=0 0  0 0 0.006 0 0 0 0  0 0.309 0.010 0 0 0.324 0.00648 ng/kg/日 Total PBBs  

ng/日 ND=1/2LOD 0.590  0.251 0.044 0.016 0.079 0.148 0.134 0.295  0.727 0.400 0.173 0.181 0.108 3.084 0.0617 ng/kg/日 

ND=0 0  0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ng/kg/日 Total Co-PXBs 

ng/日 ND=1/2LOD 0.064  0.030 0.005 0.002 0.009 0.018 0.016 0.035  0.087 0.014 0.020  0.022  0.013  0.335 0.00670 ng/kg/日 
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表 24  九州地区における臭素系ダイオキシン類の食品群別（第 1群から第 13 群）一日摂取量 
 
 

 （pg/日）                          
10 群 11 群 12 群 13 群 合計* 異性体 1 群 2 群 3 群 4 群 5 群 6 群 7 群 8 群 9 群 

A B A B A B   
2,3,7,8-TeBDD ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 
1,2,3,7,8-PeBDD ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 
1,2,3,4,7,8/1,2,3,6,7,8-HxBDD ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 
1,2,3,4,7,8-HxBDD ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 
OBDD ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 
2,3,7,8-TeBDF ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 
1,2,3,7,8-PeBDF ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 
2,3,4,7,8-PeBDF ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 
1,2,3,4,7,8-HxBDF ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 
1,2,3,4,6,7,8-HpBDF ─ ─ ─ 8.7 ─ ─ ─ ─ ─ 21 ─ ─ ─ ─ ─ ─ 19.2 
Total PBDD/DFs ─ ─ ─ 8.7 ─ ─ ─ ─ ─ 21 ─ ─ ─ ─ ─ ─ 19.2 
3-Br-2,7,8-TriCDF ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 
2-Br-3,7,8-TriCDD ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 
1-Br-2,3,7,8-TeCDF ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 
1-Br-2,3,7,8-TeCDD ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 
2-Br-3,6,7,8,9-PeCDD ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 
1-Br-2,3,6,7,8,9-HxCDD ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 
1-Br-2,3,4,6,7,8,9-HpCDD ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 
Total MoBrPCDD/DFs ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 
PBDD/DFs +MoBrPCDD/DFs  pg/日 ─ ─ ─ 8.7 ─ ─ ─ ─ ─ 21 ─ ─ ─ ─ ─ ─ 19.2 
Total TEQ(ND=0)  pgTEQ/日 0 0 0 0.087 0 0 0 0 0 0.21 0 0 0 0 0 0 0.192 
Total TEQ(ND=1/2LOD)  pgTEQ/日 14.7 7.0 1.2 0.4 2.2 4.1 3.7 8.2 20.2 3.3 3.2 4.6 4.7 5.0 5.0 3.0 77.8 

  ─  ： ND の異性体         合計*は 10、11、12 群においては平均値を用いて計算した。 
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表 25 九州地区における PBDEs の食品群別（第 1群から第 13 群）の一日摂取量 
 

  （ng/日） 

 
異性体 1群 2 群 3 群 4 群 5 群 6 群 7 群 8 群 9 群 10 群 11 群 12 群 13 群 合計* 

  A B A B A B  
2,2’,4-TriBDE (#17) ─  ─ 0.006 0.001 ─ ─ ─ ─  ─ 0.046 0.737 ─ ─ ─ ─ ─ 0.399  
2,4,4’ –TriBDE (#28) ─  0.022 0.021 0.005 ─ ─ ─ ─  ─ 0.472 5.49 0.035 0.029 ─ ─ ─ 3.06  
2,2’,4,5’-TeBDE (#49) ─  ─ 0.023 0.025 ─ ─ ─ ─  ─ 2.06 13.7 0.033 0.018 ─ ─ ─ 7.97  
2,3’,4’6-TeBDE (#71) ─  ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  
2,2’,4,4’-TeBDE (#47) ─  0.127 0.595 1.35 0.028 0.014 ─ ─  ─ 5.05 50.6 3.89 0.784 0.303 0.201 0.070 32.6  
2,3’,4,4’-TeBDE (#66) ─  ─ 0.016 0.033 ─ ─ ─ ─  ─ 0.769 6.54 ─ ─ ─ ─ ─ 3.70  
3,3’,4,4’-TeBDE (#77) ─  ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ─ 0.071 0.672 ─ ─ ─ ─ ─ 0.371  
2,2’,4,4’,6-PeBDE (#100) ─  0.024 0.068 0.539 ─ ─ ─ ─  ─ 1.47 12.1 0.894 0.184 0.047 0.026 0.019 8.00  
2,3’,4,4’,6-PeBDE (#119) ─  ─ ─ 0.001 ─ ─ ─ ─  ─ 0.437 2.11 ─ ─ ─ ─ ─ 1.27  
2,2’,4,4’,5-PeBDE (#99) ─  0.137 0.262 2.96 0.037 0.013 ─ ─  ─ 0.915 17.2 4.9 0.815 0.222 0.118 0.117 15.6  
2,2’,3,4,4’-PeBDE (#85) ─  ─ ─ 0.186 ─ ─ ─ ─  ─ ─ 0.009 0.139 0.033 ─ ─ 0.009 0.286  
2,2’,4,4’,5,6’-HxBDE (#154) ─  0.386 0.016 0.254 0.106 ─ ─ ─  ─ 1.86 9.69 0.480 0.140 0.039 ─ 0.023 6.89  
2,2’,4,4’,5,5’-HxBDE (#153) 0.043  ─ 0.014 0.385 0.012 ─ ─ ─  ─ 0.401 5.32 0.784 0.203 0.044 ─ 0.019 3.85  
2,2’,3,4,4’,5’-HxBDE (#138) ─  ─ ─ 0.058 ─ ─ ─ ─  ─ ─ 0.056 0.033 0.024 ─ ─ ─ 0.114  
2,3,3’,4,4’,5-HxBDE (#156) ─  ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─  
2,2’,3,4,4’,6,6’-HpBDE(#184) ─  ─ ─ 0.003 ─ ─ ─ ─  ─ 0.019 0.192 ─ ─ ─ ─ ─ 0.109  
2,2’,3,4,4’,5’,6-HpBDE(#183) 0.049  ─ 0.007 0.015 0.028 ─ ─ ─  ─ 0.038 0.280 0.111 0.151 ─ ─ 0.014 0.402  
2,3,3’,4,4’,5’,6-HpBDE(#191) 0.060  ─ ─ 0.001 ─ ─ ─ ─  ─ 0.014 0.012 ─ ─ ─ ─ ─ 0.074  
2,2’,3,3’,4,4’,6,6’-OBDE(#197) ─  ─ ─ 0.010 0.016 ─ ─ ─  ─ 0.031 0.106 0.121 0.116 ─ ─ ─ 0.212  
2,2’,3,3’,4,4’,5,6’-OBDE(#196) ─  ─ ─ 0.011 ─ ─ ─ ─  ─ 0.048 0.036 0.085 0.068 ─ ─ 0.042 0.172  
2,2’,3,3’,4,4’,5,6,6’-NoBDE(#207) ─  0.124 0.026 0.165 0.082 0.114 ─ ─  ─ 0.847 0.484 0.168 0.250 0.094 ─ 0.098 1.53  
2,2’,3,3’,4,4’,5,5’,6-NoBDE(#206) ─  0.121 0.035 0.185 0.095 0.092 ─ 0.143  ─ 1.03 0.435 ─ 0.091 ─ 0.091 0.198 1.69  
DeBDE(#209) 8.72  3.04 1.18 7.44 3.06 1.75 0.203 8.92  1.96 33.2 11.1 ─ 3.18 2.21 0.425 7.32 68.7  
Total PBDE (ND=0) 8.87  3.98 2.27 13.6 3.47 1.99 0.203 9.06  1.96 48.8 137 11.7 6.08 2.96 0.861 7.93 157  
Total PBDE (ND=1/2LOD) 9.48  4.15 2.29 13.6 3.52 2.10 0.375 9.38  2.89 48.8 137 11.8 6.14 3.12 1.03 7.99 160  

                                                               ─  ： ND の異性体         合計*は 10、11、12 群においては平均値を用いて計算した。 
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表 26  九州地区における PBBs 及び Co-PXBs の食品群別（第 1群から第 13 群）の一日摂取量 

 （ng/日） 

 異性体 1 群 2 群 3 群 4 群 5 群 6 群 7 群 8 群 9 群 10 群 11 群 12 群 13 群 合計* 
    A B A B A B  

2,2',5'-TriBB(#18) ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 0.102 ─ ─ ─ ─ ─ 0.051 

2,4,6-TriBB(#30) ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 

2,3',5-TriBB(#26) ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 

2,4',56-TriBB(#31) ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 

2,2',5,6'-TeBB(#53) ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 

2,2',5,5'-TeBB(#52) ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 0.029 0.102 ─ ─ ─ ─ ─ 0.066 

2,2',4,5'-TeBB(#49) ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 0.022 0.071 ─ ─ ─ ─ ─ 0.046 

3,3',5,5'-TeBB(#80) ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 

3,3',4,4'-TeBB(#77) ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 

2,2',4,5',6-PeBB(#103) ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 

2,2',4,5,5'-PeBB(#101) ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 0.016 ─ ─ ─ ─ ─ ─ 0.008 

2,2',4,4',6,6'-HxBB(#155) ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 0.029 0.135 ─ ─ ─ ─ ─ 0.082 

2,2',4,4',5,5'-HxBB(#153) ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 0.020 0.091 0.019 ─ ─ ─ ─ 0.065 

3,3',4,4',4,4'-HxBB(#169) ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 

2,2',3,4,4',5,5'-HpBB(#155) ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 

2,2',3,3',4,4',5,5'-OcBB(#194) ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 

2,2',3,3',4,4',5,5',6-NoBB(#206) ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 

DeBB(#209) ─ ─ ─ 0.006 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 0.006 

Total PBBs (ND=0) ─ ─ ─ 0.006 ─ ─ ─ ─ ─ 0.116 0.501 0.019 ─ ─ ─ ─ 0.324 

PB
B

s 

Total PBBs (ND=1/2LOD) 0.590 0.251 0.044 0.016 0.079 0.148 0.134 0.295 0.727 0.207 0.592 0.177 0.169 0.181 0.181 0.108 3.084 
4'-Br-2,3',4,5-TeCB ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 
4'-Br-2,3,3',4-TeCB ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 
4'-Br-3,3',4,5-TeCB ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 
4'-Br-2,3,3',4,5-PeCB ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 
4'-Br-3,3',4,5,5'-PeCB ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 
3',4',5'-Br-3,4-DiCB ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 
Total PXBs (ND=0) ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 

PX
B

s 

Total PXBs (ND=1/2LOD) 0.064 0.030 0.005 0.002 0.009 0.018 0.016 0.035 0.087 0.014 0.014 0.020 0.020 0.022 0.022 0.013 0.335 
   ─  ： ND の異性体         合計*は 10、11、12 群においては平均値を用いて計算した。 
 
 



 26

ND=0とした場合は0 であった。ND=1/2LOD

とした場合は 0.00670ng/kg/日となった。

さらに ND=1/2LOD とした場合の Co-PXBs

摂取量について、暫定的に Co-PCBs に定

められた TEF（1998）を用いて TEQ 濃度を

算出した場合 0.24 pgTEQ/kg/日となった。

この値は耐容一日摂取量（TDI）の 4 

pg/kg/日の 10 分の 1以下であり、塩素化

ダイオキシン類、臭素系ダイオキシン類

の摂取量と合わせても、耐容 1 日摂取量

（TDI）の 4 pg/kg/日を下回ると考えられ

た。 

表 24 から表 26 に臭素系ダイオキシン

類、PBDEs、PBBs 及び Co-PXBs の詳細な食

品群別及び異性体別の摂取量を示す。 

臭素系ダイオキシン類では、第 4群（油

脂類）と第 10 群の試料の一つから 7 臭素

化ジベンゾフランが検出された。摂取量

にするとそれぞれ 0.087pgTEQ/日、0.21 

pgTEQ/日と極めて微量であるため、健康

影響が生じる可能性は低いと考えられる。 

 PBDEs の摂取量では、10 群（魚介類）か

らの寄与率が最も高かった。続いて 4群

（油脂類）であった。異性体別に見ると、

#209（10 臭素化体）、続いて#47（4 臭素

化体）が高かった。 

 PBBs の結果では、異性体が検出された

食品群は第 4 群、第 10 群であり、摂取量

における寄与率は第 10 群からが 80%以上

と極めて高かった。異性体では第 4 群の

試料からは#209 が、第 10 群の試料から

#18（3 臭素化体）、#52、#49（4 臭素化体）、

#101（5 臭素化体）、#155、#153（6 臭素

化体）が、第 11 群の試料から#153 が検出

された。 

3 ヘキサブロモシクロドデカン(HBCDs)

及びテトラブロモビスフェノール A

（TBBPA）のマーケットバスケット試料の

分析 

 九州地区で調製したマーケットバスケ

ット試料について HBCDs 及び TBBPA をそ

れぞれの個別分析法を用いて分析を行っ

た。分析結果より算出した九州地区にお

ける HBCDs の１日摂取量を食品群別にま

とめたものを表 27 に示す。マーケットバ

スケット試料の第1群から13群まで分析

を行った中で、第 10 群の魚介類試料から

α、β、γのすべての異性体が検出され、

その１日摂取量は平均値でそれぞれ

85.5 、0.9、68.7 ng/日であった。また、

第 11 群の肉･卵類の 1 試料からα体が微

量に検出され、1 日摂取量は平均値で 2.0 

ng/日であった。 

昨年度のマーケットバスケット調査

（関東、関西地区）と同様に、魚介類の

中で最も高い濃度で検出されたのはα

-HBCD で、次いでγ-HBCD、β-HBCD の順

であった。β-HBCD の濃度はα、γ-HBCD

に比べて非常に低濃度であった。日本人

の平均体重を 50 kg と仮定し、体重 1kg

あたりのHBCDsの１日摂取量を求めたと

ころ、ND=0 とした場合は 3.1ng/kg/日、

ND=1/2LOD とした場合は 4.2 ng/kg/日と

算出された。昨年度の関東、関西地区に

おける１日摂取量はそれぞれ 2.4、1.8 

ng/kg/日（ND=0）であったことから、こ

れらの値と比較すると今回の値は若干

高めであった。 
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表 27 マーケットバスケット試料(九州地区)における HBCDｓの 1日平均摂取量 

 

 *1 日平均摂取量を算出する場合、第 10,11,12 群については各々平均摂取量を採用した。 

 α、γ-HBCD の LOD 値は 0.02ng/g、β-HBCD の LOD 値は 0.01ng/g とした。 

 

HBCD（ng/日） 

ND=0 ND=1/2LOD 

 

α β γ ΣHBCDs α β γ ΣHBCDs 

第 1 群 （米類） 0 0 0 0 4.2 2.1 4.2 10.6 

第 2 群 （米以外の穀類） 0 0 0 0 2.0 1.0 2.0 5.0 

第 3 群 （砂糖・菓子類） 0 0 0 0 0.4 0.2 0.4 0.9 

第 4 群 （油脂類） 0 0 0 0 0.1 0.1 0.1 0.3 

第 5 群 （豆類） 0 0 0 0 0.6 0.3 0.6 1.6 

第 6 群 （果実類） 0 0 0 0 1.2 0.6 1.2 3.0 

第 7 群 （緑黄色野菜） 0 0 0 0 1.1 0.5 1.1 2.7 

第 8 群 （その他の野菜） 0 0 0 0 2.4 1.2 2.4 5.9 

第 9 群 （調味嗜好飲料） 0 0 0 0 5.8 2.9 5.8 14.5 

第 10 群 （魚介類）* 85.5 0.9 68.7 155.1 85.5 1.1 68.7 155.3 

第 11 群 （肉・卵類）* 2.0 0 0 2.0 2.6 0.7 1.3 4.6

第 12 群 （乳類）* 0 0 0 0 1.4 0.7 1.4 3.6 

第 13 群 （調味料） 0 0 0 0 0.9 0.4 0.9 2.2 

各 HBCD 摂取量 ng/日 85.5 0.9 68.7  157.1 108.2 11.8 90.1 210.1  

ΣHBCDs推定摂取量 ng/kg体重/日    3.1    4.2 
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 HBCDs の毒性については動物試験の結 

果から日本では10.2 mg/kg/ 日が無毒性

量（NOAEL)とされている 8）。HBCDs のヒ

トへの影響は、長期に亘って摂取すると

いう仮定の下では安全係数 100（動物種

差 10×固体別差 10）で除した量（耐容

１日摂取量）9)と比較することが妥当と

考えられており、HBCDs の場合は 102 μ

g/kg/日と比較することとなる。今回得

られた九州地区の摂取量の 3.1 ng/kg/

日（ND=0）、4.2 ng/kg/日（ND=1/2LOD）

は耐容１日摂取量の約 40,000 分の一か

ら 20,000 分の一となり、ただちに健康

に問題がある量ではないと考えられた。

しかし、その他の毒性についても報告さ

れていることから 10)-12)、今後も食品にお

ける汚染や摂取量の推移の観察は必須

である。 

 次に、九州地区における TBBPA の１日

摂取量を食品群別にまとめたものを表

28 に示す。TBBPA は第 2群、4群、5群、

10 群、11 群から検出された。その他の

群では検出されなかった。検出頻度は 16

試料中 6 試料で 37.5％であった。１日摂

取量にすると、第 2 群の 3.7 ng/日が最

も多く、次いで第 11 群の 3.3 ng/日であ

った。日本人の平均体重を 50 kg と仮定

し、体重 1kg あたりの１日摂取量を求め

たところ、ND=0 とした場合は 0.2 ng/kg/

日、ND=1/2LOD とした場合は 0.4 ng/kg/

日と算出された。昨年度の関東、関西地

区における１日摂取量はそれぞれ 0.6、

2.8 ng/kg/日（ND=0）であったことから、

これらの値と比較すると今回の値は低

かった。 

 

表 28 マーケットバスケット試料(九州地区)における TBBPA の 1 日平均摂取量

TBBPA (ng/日)  

ND=0 ND=1/2LOD 

第 1 群 （米類） 0 2.1  

第 2 群 （米以外の穀類） 3.7 3.7  

第 3 群 （砂糖・菓子類） 0 0.2  

第 4 群 （油脂類） 0.1 0.1  

第 5 群 （豆類） 1.0 1.0  

第 6 群 （果実類） 0 0.6  

第 7 群 （緑黄色野菜） 0 0.5  

第 8 群 （その他の野菜） 0 1.2  

第 9 群 （調味嗜好飲料） 0 2.9  

第 10 群 （魚介類）* 0.5 0.7  

第 11 群 （肉・卵類）* 3.3 4.7  

第 12 群 （乳類）* 0 0.7  

第 13 群 （調味料） 0 0.4  

TBBPA 摂取量（ng/日） 8.5 18.8 

TBBPA 推定摂取量（ng/kg/日） 0.2 0.4 

* 1日平均摂取量を算出する場合、第10,11,12群については各々平均摂取量を採用した。 
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TBBPA の毒性については、1995 年に

IPCS/WHO13)によって報告された NOAEL 値

700 mg/kg 体重がある。ヒトへの外挿値と

して安全係数 100 で除した数値 7 mg/kg

体重と比べて、今回得られた摂取量は、

極めて低いレベルであり、ヒトへの健康

影響はないと考えられる。しかし、マウ

スにおいて胎児性暴露による神経発達障

害や肝臓･腎臓での組織障害などの報告
14)-16)もあることから、TBBPA の摂取量につ

いても観察が必要であると考えられる。 

 

D 結論 

1 臭素系ダイオキシン類、PBDEs、PBBs、

Co-PXBs 及びテトラブロモビスフェノー

ルAの高分解能ガスクロマトグラフ/質量

分析計(HRGC/HRMS)における測定条件検

討では、これらの臭素系化合物計 66 異性

体について、ガスクロマトグラフにおけ

る分析カラムを交換することなく、すべ

て 1 種類のカラムで測定することが可能

となった。カラム交換の手間や労力、カ

ラム購入のためのコストを削減すること

ができた。 

2  魚試料の汚染調査では、アナゴから 7

臭素化ダイオキシンが微量に検出された

が、その他の魚からは PBDD/DFs は検出さ

れなかった。PBDEs ではすべての魚から

#28、#47、#99、#154、#206、#207、#209

などの異性体が検出され、PBBs では 4 検

体中 3 検体の魚から 4-6 臭素化体の異性

体が検出された。Co-PXBs はいずれの異性

体も検出されなかった。 

3 マーケットバスケット方式による九

州地区の摂取量調査では、一日摂取量は

臭 素 系 ダ イ オ キ シ ン 類 が 0.00384 

pgTEQ/kg/日（ND=0）及び 1.56 pgTEQ/kg/

日（ND=1/2LOD）、PBDEs が 3.14 ng/kg/日

(ND=0)及び 3.19 ng/kg/日(ND=1/2LOD)、

PBBs が 0.00648 ng/kg/日 (ND=0)及び

0.0617 ng/kg/日(ND=1/2LOD)であった。

Co-PXBs はいずれの食品群別試料からも

検出されなかった。 

4  マーケットバスケット方式による九

州地区における HBCDs 及び TBBPA の摂取

量調査では、HBCDs は 3.1 ng/kg/日（ND=0)、

4.2 ng/kg/日（ND=1/2LOD）、TBBPA は 0.2 

ng/kg/ 日 (ND=0) 、 0.4 ng/kg/ 日

（ND=1/2LOD）であった。マーケットバス

ケット試料の分析から求めた摂取量の差

異は、地域や年度、試料調製時に選択し

た食品種の違いによるものもあり、平均

摂取量の把握には、ある程度の期間観察

する必要があると考えられる。 
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